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【研究概要】 

本研究では中性子線量計の連続的なエネルギー応答特性を白色中性子を用

いて実験的に取得する校正法の開発に取り組みました。ここでエネルギー応

答特性とは中性子のエネルギーと検出感度の関係のことで、中性子線量計の

最も重要な特性の一つです。従来の校正は国際的に定められた幾つかの代表

エネルギー点に限られていました。連続的なエネルギー応答特性の実測デー

タは、線量評価、管理技術の高度化につながる重要なデータとしての役割が

期待できます。また中性子線量計の高性能化のための研究開発を効果的に進

める上でも役立つと思われます。 
本研究で用いた白色中性子とは広く連続的なエネルギー分布を持つ中性子

のことです。白色中性子がパルス状に発生すると、エネルギーの高い中性子

ほど速く飛びますので、飛行時間により入射中性子のエネルギーを求めるこ

とが出来ます。飛行時間と中性子線量計の出力を二次元測定することでエネ

ルギー応答特性が求まります。 
本研究では白色中性子源として産総研中性子標準施設と京大電子ライナッ

ク施設を使用し、熱外から 20MeV に至る広いエネルギー領域において本校

正法の開発を行いました。さらに核燃料施設にて市販の線量計を用いた実証

試験を行い、本校正法が有効に機能することを示すことが出来ました。また

本校正法を高エネルギー側に拡張するための準備段階として、原子力機構の

サイクロトロン加速器施設を利用した検討も行いました。産総研、放医研、

KEK、京大の連携のもとで既存の各中性子施設の特長を生かすことにより効

果的に研究を進めることが出来ました。 
【その後の取り組み】 

本校正法により中性子線量計の連続的なエネルギー応答特性が実測可能

であることを示すことが出来ました。加速器の安定化、イオン源やビーム輸

送系の改良による電流増強など更なる精度向上へのアプローチを続けてい

ます。本事業を通じて得られたネットワークを活かして、研究成果を社会に

還元し、原子力基盤技術の高度化に貢献して行きたいと考えています。 
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図１本校正法の原理 

中性子飛行時間と中性子線量計の出力からエネルギー応答特性を求めます。 

図２京大電子ライナック施設の白色中性

子のエネルギースペクトル 1）。本校正法で

は熱外～10keV 領域をカバーします。 

図３産総研中性子標準施設の白色中性子

の飛行時間スペクトル。本校正法では

10keV～20MeV 領域をカバーします。 

図４本校正法により得られた市販の中性子

線量計のエネルギー応答特性の例。本校正の

有効性が確認出来ます。 

図５原子力機構サイクロトロン加速器施

設の高エネルギー中性子場で得られた市

販の中性子線量計の飛行時間スペクトル 
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 線量計 
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